
Town Topicsまちの話題

立ち直りを支える地域のチカラ 海浜清掃に汗

いざというときに

社会を明るくする運動 豊浦町商工会青年部が海岸清掃

豊浦中学生が防災キャンプ

　7月3日（月）、伊達地区保護司会の早坂きみ子
会長より、社会を明るくする運動の内閣総理大臣
メッセージが村井町長に伝達されました。
　社会を明るくする運動は、すべての国民が、犯
罪や非行の防止と立ち直りについて理解を深め
る全国的な運動です。

　7月1日（土）、豊浦町商工会青年部が昨年に引
き続き、礼文華海浜公園キャンプ場付近の海浜清
掃を行いました。
　この日は、商工会青年部の他に豊浦町社会福祉
協議会や役場の職員総勢20名で、海から流れつい
た浮き球やロープ、空き缶、ペットボトルなどを
回収しました。

▲早坂会長（左）から内閣総理大臣のメッセージが伝
達されました。

▲暑い中、お疲れ様でした。

▲避難経路を歩いたときに危険個所を共有しました。

▲役場交通防災係から避難における心構えや事前の準備
について学びました。

▲一日目で計画した避難経路を実際に歩きました。

　7月24日（月）・25日（火）の2日間、中央公民館
にて豊浦中学校3年生17人を対象に防災キャン
プが行われました。
　避難所の運営・生活を体験するプログラムや
災害時にどの道から避難するか、「逃げ地図」を作
り、現地を調査して、実際に通れるかなどを確認
し、皆で発表しました。
　また現地調査では、社会福祉協議会職員の協力
により、車いすで避難が可能かどうか実際に車い
すに乗り、一つ一つ避難経路の確認をしていまし
た。
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